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30日の式典で、由田理事長は主催者を代表し
て出席者への感謝を述べつつ、「長崎県は出島
に代表されるように、国外交流の歴史が長く、
多くの観光資源を有し、インバウンドも大変多
いという特徴を持つ。一方で1950～1970年代
にかけて都市化が進み、衛生問題が深刻化した
ことから、他地域と比べても早い段階から浄化
槽の導入が進んだと理解している。本日、この
長崎県で技術研究集会を開催できることは大変
感慨深い。浄化槽は地域の水環境保全、災害に
強いまちづくりに寄与する汚水処理施設として
期待されており、当センターとしても技術研究、
技術者の要請、普及啓発に引き続き取り組んで
まいりたい」と挨拶した。
来賓には長崎県の大石賢吾知事、環境省環境
再生・資源循環局の角倉一郎次長らが出席し、
大石知事は「浄化槽は分散型の排水処理システ
ムであり、人口減少が見込まれる地域において
も柔軟な対応が可能。普及に当たっては課題も
あると理解をしているが、本日の研究発表等が
有意義なものとなるよう期待したい」と述べた。
また地元の（一財）長崎県浄化槽協会の佐藤
秀文理事長は、出席者への感謝と団体の沿革を
述べながら、「浄化槽の技術は日進月歩であり、
業務に当たる技術者も日々の研修が必要。この
大会を通じて皆様方の知見を一層深めていただ
きたい」と挨拶した。
式典後は北海道大学大学院公共政策学研究セ

ンターの遠藤誠作研究員が「浄化槽の明るい未
来が市町村の現場から見えてくる」のタイトル
で特別講演を行った。「人口動向に適応した整
備・維持管理体制の再構築」との副題を付けた
同講演では、今後の汚水処理施設整備における
浄化槽の有効性について説明する一方、全国に
おいて必ずしも維持管理が徹底されていない実
態があることを指摘。福岡県大木町、同田川市
などの事例を紹介しつつ、集合処理から個別処
理への転換、さらに業界等の関係者が連携して
適正管理可能な体制整備に取り組む必要性を訴
えた。
この後は会場を分け、研究発表を実施。また
午後６時からは懇親会を開催し、式典・研究発
表に続き多くの関係者が出席した。
乾杯の発声には（一社）全国浄化槽団体連合
会の上田勝朗会長が立ち、「全国浄化槽技術研
究集会は浄化槽について非常に深く研究をされ
ている方が集まる素晴らしい集会であり、この
成果が全国に広がり、浄化槽の信頼が一層高ま
ることを期待したい」と挨拶した。
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令和６年度   水環境保全助成事業審査委員会の結果令和６年度   水環境保全助成事業審査委員会の結果

１．水環境保全助成事業
（一社）全国浄化槽団体連合会は、「水環境の保全を図るため、浄化槽の普及啓発や地域の水環
境保全活動などを積極的に実践する団体・個人を対象に、活動資金の一部を助成することを通
じて、活動が活発化し、活動の輪が拡大し継続していくこと」を目的に、平成１９年度より「水環
境保全助成事業」を行なってきた。
　１８年度目を迎える「令和６年度」についても、同様の趣旨で実施することとし、助成金額に
ついては平成２３年度以降同額。

２．助成金額、申請時期、交付決定日
①助成金額　　総　額　３００万円　　助成額上限／件　２０万円　
②申請時期　　「４月１日～６月３０日」
③交付決定日　原則「８月末日迄に」

３．審査の結果
①本年度の水環境保全助成事業審査委員会は、８月２１日に開催された。
　　委員長　　小　川　　　浩　　　常葉大学名誉教授
　　委　員　　鈴　木　文　夫　　　（一社）全国浄化槽団体連合会
　　　　　　　　　　　　　　　　　事業・組織広報委員会　委員長
　　　　　　　田　村　幸　彦　　　　　　　　〃　　　　　副委員長
　　　　　　　森　田　和　博　　　　　　　　〃　　　　　副委員長
　　　　　　　仁　木　圭　三　　　（公財）日本環境整備教育センター参事
②本年度は、助成申請総額が７０万であり、
　審査委員会では、以下の４団体の活動を助成することを決定した。
③助成金額の合計は、約７０万円。

【助成団体等と助成対象活動】

団　　体　　等 助　　成　　対　　象　　活　　動

（宮城）

松島湾アマモ場再生会議
アマモ（海草）を松島湾内の水質浄化、多様な生態系の保全、海水温上昇の抑制、
ブルーカーボン（CO2 吸収）などを目的に湾内の繁茂を促進するもの。

（山形）

美しい山形・最上川フォーラム

「身近な川や水路の水質が知りたい」という県民の声に応えるため、誰もが参加し
やすく、わかりやすい水質調査を実施。

（埼玉）

和光自然環境を守る会
越戸川の清掃や、川辺の遊歩道沿いに設けられた花壇の手入れを行っている。

（大阪）

大阪高等学校　科学探究部

環境DNAを用いた、淀川水系河川の水質調査を行い、地域外の子どもや大人の方々
に科学や環境問題等への興味関心を引きつけ、地域の環境保全に貢献する。
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全浄連・会務報告

月　日 摘　　　　要 会 場 ・ 訪 問 先

9 月 6 日  「第 3回総務委員会」（対面会議） ホテルグランドヒル市ヶ谷

9月 10 日  「第 1回検査委員会」（Web 会議） 全浄連会議室

9月 19 日  「第 3回事業委員会」（対面会議） ホテルグランドヒル市ヶ谷

9月 24 日  「第 1回製造・施工委員会」（Web 会議） 全浄連会議室

10 月 29 日  「第 55 回理事会」（書面決議） 全浄連会議室

全浄連関係機関・団体との会議等報告
　

月　日 摘　　　　要 会　　　場 

9 月 12 日
令和 6年度全浄連関東地区協議会「生活排水対策特別研修会・

懇親会」
ホテルおかだ

9月 27 日 長野県環境整備事業協同組合「創立 50 周年記念式典」 ホテルメトロポリタン長野

10 月 1 日 「浄化槽の日」第 38 回全国浄化槽大会 ホテルグランドヒル市ヶ谷

10 月 11 日 （公社）茨城県水質保全協会「設立 50 周年記念式典」 ホテルレイクビュー水戸

10 月 11 日 自由民主党「政権公約に関する政策懇談会」 自由民主党本部

10 月 24 日 第 20 回全国環境連「全国大会」 ヒルトン東京お台場

10 月 30 日 令和 6年度「第 38 回全国浄化槽技術研究集会」 出島メッセ長崎



場所を選ばず連続DO測定

測定中は置きっぱなしでOK
（一定流速が必要）

測定終了後はアプリでデータ取得
グラフ表示やメール転送も可能

TEL：0120-67-2827
受付 9:00 ～17:20（月～金）

〒443-0011 愛知県蒲郡市豊岡町石田1-1
Email：eigyou@iijima-e.co.jp　https://www.iijima-e.co.jpお気軽にお試しください
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